





The Properties of Kanto-Loam Treated with Lime 

























































10;ぢ， 15%， 20%， 30%とし石灰混合後，混合当日，お
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ている.すなわち関東ロームだけの場合で ~i 1. 82K読んふ
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石灰を散布しない場合の 2倍， 16時間自には 2.4倍とな
り石灰の散布が貫入抵抗値の増加に大きな影響を及ぼし
ているといえよう.一方貫入深さが増加すると ζの比は
除々に小さくなってきており251/l!，貫入時における貫入抵
抗の比は散布後6時間目で1.5倍， 16時間後は1.8倍とな
っている.しかしいずれも石灰を散布した方が大きな貫
入抵抗を示しており，この様な条件(石灰を関東ローム
上に散布し，密封〕の下において，石灰が関東ロームに
及ぼす土質改良の効果はかなり期待できるものであり，
又，石灰散布後短時間のうちにその効果があらわれるも
のといえよう.以上の結果から石灰散布の効果は合水比
と共l乙ft入抵抗値も増大させており，関東ロームの力学
的性質も改良されているといえよう.これらの事は石灰
を関東ロームと混合せずに地盤改良を行う，いわゆるサ
ンドイツチ的施工法の可古を性を示すものであろう.
